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＜県央基幹病院の理念、基本方針＞ 

 

１ 理念 

県央を日本の地域医療のモデルに ～常に変化と成長を～ 

 

２ 使命 

   県央地域の患者は県央で診る ～地域と共に地域の医療を守りぬく～ 

 

３ 基本方針 

(1) 地域の中核病院として救急医療・高度医療・災害医療を担い、地域の命を

守ります 

(2) 地域の保健・医療・福祉施設と共に住民の健康を支えるまちづくりに貢献

します 

(3) 専門的な知識・技術に加え、幅広い視野を持つ医療人を育成します 

 

＜令和５年度 事業活動＞ 

当院は、救急医療をはじめとした急性期医療・入院医療に重点化するととも

に、隣接医療圏との連携強化により、地域の医療機関とともに県央医療圏の地

域住民が救急医療に困らない、高齢者が地域で生活できる医療提供体制の再構

築を主体となって進めた。 

 

１ 県央医療圏を中心とし、地域住民が救急医療に困らない、高齢者が地域で

生活できる体制の再構築 

 〇 地域医療構想が目指す高度急性期・急性期の集約、周辺医療機関との機能

分担を図る中で地域医療の中心を担い、地域の医療機関及び自治体と共に

医療提供体制の再構築の主体となった。 

 〇 救急医療を中心とした、各医療提供体制を維持・確保するために医療従事

者等の働き方改革を推進し、加えて、働く職員の個々の事情に応じ、多様な

働き方を提供できる病院を目指して、より良い労働環境を整備した。 

 

２ 医療連携を通じて、機能分担と連携強化による地域住民・患者が安心できる

医療提供体制の構築 

 〇 県央医療圏を中心とした地域の医療機関・地域住民に当院の方針と役割

を示し、理解いただくとともに逆紹介を推進し、県央基幹病院医師と地域の

医療機関の医師との連携に努めた。 

 〇 県央医療圏における慢性的な医師不足の改善を図ると共に、地域密着型

病院との連携を強化するために当院の医師との診療支援や連携強化を推進

した。 
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３ 県央医療圏を中心とした地域医療等を担う「医療人」の育成 

 〇 人材育成・開発部門にて、医療を支える人材育成に注力すると共に、県央

地域から人材輩出できるよう県央地域内の他の医療機関等と協力して充実

した教育体制の整備を行った。 

 

４ 街づくり、健康づくりへの参画 

 ○ 地域の各医療機関に向けて、各医療機関の職員が行う病気の予防や発症

後のケア、救急隊や後方支援病院等との連携活動、カンファレンスや学会の

開催・参加等の支援を行った。 

 

５ 医工連携への取組み 

○ ものづくりの街燕三条地域で、世界ブランドである燕三条の金属加工業 

と当地域に立地する当院との間で新たな医療関連製品を開発するという方

向性のなか、三条市立大学はじめ産業界と連携に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
 

１ 病院の基本情報 

(1) 病院の組織図 
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 (2) 病院長等 

・病院長  遠藤 直人 

・副病院長 岩渕 洋一、小池 俊朗、宮北 靖 

 

(3) 診療・経営の質の向上 

ア 診療体制 

・病床数 

許可 400 床、稼働 400 床（10 病棟） 

 ４A 

( 一

般) 

４B 

（ICU/

HCU） 

５A 

（一

般） 

５B

（一

般） 

６A

（一

般） 

６B

（一

般） 

７A

（一

般） 

７B

（一

般） 

８A

（一

般） 

８B

（一

般） 

計 

許可病床数 42 20 45 40 43 44 38 43 43 42 400 

稼働病床数 42 20 45 40 43 44 38 43 43 42 400 

 

・診療科 

常勤医師数（診療科別）              （単位：人） 

診療科 医師数 診療科 医師数 

循環器内科 3 消化器内科 5 

呼吸器・感染症内科 4 腎臓内科 4 

血液内科 0 代謝・内分泌内科 1 

脳神経内科 3 精神科 0 

小児科 0 救急科 4 

消化器/一般外科 7 歯科口腔外科 2 

脳神経外科 2 総合診療科 4 

外傷再建外科 1 整形外科 4 

泌尿器科 0 皮膚科 0 

産婦人科 0   

耳鼻咽喉科 0   

放射線科 1   

麻酔科 3   

病理診断科 1   

リハビリテーション科 0   

眼科 0 計 49 

 

※ 令和６年 3月 31 日現在 

※ 整形外科に病院長を含む。臨床研修医を除く。 

※ 血液内科、小児科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、リハビ

リテーション科、精神科は大学等からの応援医師による診療を実施。 
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２ 診療・経営の質の向上 

(1) 外来・入院患者の推移 

ア 外来患者の推移 

 

  延外来患者数        （単位：人） 

 

 

  1 日あたり患者数     （単位：人） 

 

 

イ 入院患者の推移 

 

  延入院患者数        （単位：人） 

 

 

  1 日あたり患者数     （単位：人） 

 

 

  (2) 診療機能の維持・充実 

ア 基本的な対応 

    県央医療圏の地域密着型病院を中心とした各病院、診療所、介護・福祉 

関連施設、行政と連携し、県央地域全体の医療再編が進むよう、この地域 

の患者を「この地域で診察し、治療し、社会復帰へとつなげる医療」を守 

り続ける体制整備に取り組んだ。 

 

イ 主な医療の対応 

① 救急医療／総合診療 

    県央圏域における救急医療の重要な役割を果たしていくため、県央 

   圏域内外の医療機関と連携し、救急患者を主とした受入れを継続し、 

また、救急科と総合診療科を強化・充実し、救急医療体制の段階的な 

整備・充実を図った。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

５年度 7,511 7,511

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

５年度 413.2 413.2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

５年度 4,062 4,062

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

５年度 130.3 130.3
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 救急搬送受入件数 

 

 

② がん医療 

   がん患者に対する放射線治療を、県央圏域で唯一担う病院として、 

周辺医療機関等と連携し、がんの早期発見から手術、放射線治療に至る 

集学的治療を行う体制整備に努めた。 

     

③ 循環器医療 

     循環器内科の診療体制などの強みを活かし、心筋梗塞や狭心症等の 

循環器疾患に対応した。 

 

循環器医療症例数 

 

 

④ 呼吸器/感染症医療について 

     呼吸器・感染症内科の診療体制の強みを生かし、流行性感染症等の呼 

吸器疾患に対応した。 

 

⑤ 脳卒中・神経難病に関する医療 

     神経内科、脳神経外科の連携体制の強みを活かし、脳卒中の急性期や 

神経難病の治療などに対応した。 

 

 脳卒中・神経難病に関する医療症例数 

 

 

⑥ 外傷及び運動器障害等に関する医療/整形外科・外傷再建外科 

     整形外科に加え、外傷再建外科の専門医を配置する診療体制の強み 

を活かし、外傷等に関する医療体制の整備に努めた。 

 

⑦ 透析医療 

     慢性腎不全患者への血液透析（夜間透析を含む。）を中心に、急性期 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

５年度 463 463

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

心筋梗塞 ５年度 1 1

狭心症 ５年度 3 3

項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

脳卒中 ５年度 3 3

神経難病 ５年度 3 3

項目
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疾患患者への血液透析濾過等の治療も担った。 

 

透析医療延患者数 

 

⑧ 消化器疾病医療について 

     消化器内科、消化器外科体制の強みを活かし、内視鏡検査、手術等、 

急性期治療などに対応した。 

 

   ⑨ 乳腺疾病医療について 

     乳腺外科の診療体制の強みを活かし、専門外来を開き適切な医療提 

供に努めた。 

 

⑩ 手術機能 

     県央圏域の公立・公的５病院おける手術機能が集約されたことによ 

り、高度医療を提供する重要な役割を果たした。 

 

(3) 地域連携 

ア 地域連携体制の強化 

    周辺医療機関の訪問など、地域医療連携体制を強化し、紹介・逆紹介の 

促進に取り組んだ。 

 

イ 地元自治体等との連携等 

    地元自治体等とのタイアップによりスタートした乳がん検診の拡充、 

地域住民への疾病に関する啓発活動などにより、地域貢献や地域住民へ 

のＰＲに努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

透析医療のべ
患者数

５年度 2,231 2,231

項目
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＜参考：主な評価の状況＞  

 
  

基本的方向 評価指標 ５年度目標 ５年度実績 差引

入院患者数 100.0人 130.3人 30.3人 

病床稼働率 - 37.2％ -

入院診療単価 59,555円 57,209円 ▲ 2,346円

平均在院日数 12.0日 11.2日 ▲ 0.8日 

外来患者数 350.0人 413.2人 63.2人 

外来診療単価 27,314円 24,468円 ▲ 2,846円

紹介率 - 85.7% -

逆紹介率 - 60.4% -

救急搬送 救急搬送件数 - 463件 -

入院診療

外来診療

病病連携・病診連携の促進
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３ 人材の確保・育成・教育 

 (1) 職員配置 

   ※ 医師に病院長を含む。臨床研修医は除く。 

 

 (2)人材確保 

ア 医師・看護師の確保 

    医師確保については、働きやすい環境を整備していくとともに、魅力的  

な教育研修環境づくり、病院医師による病院の魅力発信、県内外の大学・ 

病院と専門研修連携（人事交流）の取組を進めた。 

  看護師等の医療スタッフ確保については、病院の魅力を伝えるＰＲを 

（ＳＮＳでの情報発信、ホームページ作成、募集イベントの開催、ＴＶ・ 

新聞・市町村ホームページ等の広報媒体の活用等）実施した。 

 

 

 

 

令和6年3月31日現在 （単位：人）

常勤数 非常勤数 合計
1 医師 47 1 48
2 歯科医師 2 0 2
3 看護・助産 340 17 357
4 准看護師 3 1 4
5 薬剤師 17 0 17
6 臨床検査技師 30 0 30
7 診療放射線技師 23 0 23
8 臨床工学技士 15 0 15
9 救急救命士 2 0 2
10 理学療法士 17 0 17
11 作業療法士 7 0 7
12 言語聴覚士 5 0 5
13 管理栄養士 7 1 8
14 視能訓練士 3 1 4
15 歯科衛生士 4 0 4
16 社会福祉士 12 0 12
17 事務総合マネジメント職 40 17 57
18 労務 1 0 1
19 看護補助 17 4 21
20 調理師 0 2 2
21 保安 0 0 0

592 44 636計

No 職種
職員数（常勤・非常勤）
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イ 臨床研修医の受入れ等を通じた若手医師の確保 

  基幹型臨床研修病院の指定を受けていることから、自院の臨床研修医 

採用に取り組んだ。 

県央地域における医療スタッフの人材育成に向け、県央基幹病院は基幹 

型臨床研修病院や専門研修基幹施設（内科、総合診療科、救急科）の指定 

を受け、人材育成開発部門を中心に、医学生、臨床研修医、専攻医の受入 

れに取り組むとともに、地域全体を活用した教育研修機能の確保にも力を 

入れていく体制構築に努めた。 

＜医師確保の取組＞ 

・ 基幹型臨床研修病院及び各科専門研修基幹施設として、研修医、専攻

医、専門医へ繋がる県央地域の医療連携体制を生かした魅力的な教育

研修環境づくりの提供をした。 

・ 病院医師による医学系学会参加等を通じた病院の魅力発信による全

国を対象とした医師確保を行った。 

 

  ウ 職員育成 

教育研修病院として、医師をはじめ医療スタッフの育成を重点として、

人材育成開発部門を中心に各部門と連携し、県央基幹病院に関わるすべ

ての人に学びと成長の場を提供できるよう、医療人の育成に取り組んだ。 

＜教育研修機能の充実＞ 

・医師：基幹型臨床研修病院 

専門研修基幹施設（内科、救急科、総合診療科） 

・救急救命士：病院勤務救急救命士の特定行為実施（県内初の認可） 

 

エ 教育 

人材育成開発部門を中心に、各部門と連携し医療人の育成に貢献しま

す。そして、済生会新潟県央基幹病院に関わる全ての人に、学びと成長の

場を提供できるよう、人材開発と多職種連携による良質な医療の提供に

努めた。 
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４ 施設管理等 

(1) 病院施設・設備等の管理 

① 管理施設の内容 

新潟県との基本協定に基づいて病院や職員宿舎等を管理した。 

種類 構造 延面積（㎡） 

病院 鉄筋コンクリート造 45,389.64 

 

 

② 主な利便施設 

施設 運営業者 設置場所 営業日 営業時間 契約期限 

売店 ㈱ローソン １階 年中無休 
平 日 ７：４５～１９：００ 

土日祝 ８：００～１８：００ 
2032 年 2 月末 

一般店舗の販売ほか、雑誌・書籍、介護・福祉用品の販売、郵便サービスも実施。 

 

③ 主な外部委託等 
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５ 令和５年度の財務状況 

 

〇 令和５年度の取組等 

(1) 県央基幹病院の経営と現状の課題 

   急性期患者の受入れを中心とし、患者数の確保、診療単価の向上による入

院診療収益の確保に重点を置くとともに、費用の抑制に取り組むこととし

た。 

 

(2) 収支改善への対応 

ア 収益の確保 

・紹介患者の確保（患者数増、手術増など） 

総合診療科、救急科との連携を図り、新患等の受入体制の充実に努めた。 

また、県央圏域の医療環境変化などを踏まえつつ、患者サポートセンター 

を中心に、開業医や関連病院等との関係づくりを進めながら、手術患者等 

の紹介患者の確保に努めた。 

・診療報酬確保の取組み 

医師確保及び診療実績の蓄積等に伴う新たな診療報酬獲得に向けた対

応に努めた。 

 

診療単価推移表 

 

 

地域医療支援病院にかかる紹介率、逆紹介率 

 

 

 

イ 費用の節減 

・給与費の抑制 

患者数や労務環境を踏まえつつ、柔軟な人員配置に努めるほか、適宜業 

務等の見直しを行うことで、可能な範囲での時間外勤務の抑制に取り組        

んだ。 

（単位：円）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均

外来 ５年度 25,869 25,869

入院 ５年度 52,862 52,862

項目

（単位：％）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均

紹介率 ５年度 72.4 72.4

逆紹介率 ５年度 56.4 56.4

項目



14 
 

ウ  新潟県の支援 

種 類 内 容 金額（千円） 

政策医療交付金 
他の県立病院と同様に救急等の不採算分野につ

いて政策的に実施するため必要な経費を支援 
29,740 

 

(3) 令和５年度決算概要 

開院当初は、安全確保の観点から患者受け入れを制限したが、目標を上回る

患者数を受け入れた。また、救急搬送件数についても想定を上回る救急患者を

受け入れており、救急患者の受入体制や高度専門医療の提供体制の整備は着実

に進んでいる。 

一方で、病院決算においては、患者数の制限が影響し、経常収益は 6.3 億円、

経常費用は 10.9 億円に達し、その結果、令和５年度の当期純損益は 4.6 億円

の赤字となりました。 

 

（単位：百万円）

主な内容
R５

決算額
A

 医業収益　　(a) 598

 入院収益 入院診療収益 226

 外来収益 外来診療収益 194

 その他医業収益
室料差額、保健予防活動、その他医業収益、
保険査定減

178

 医業外収益　　(b) その他の収益+サービス外収益+政策医療交付金額 31

 特別利益　　(c) 0

収益合計 (d)=(a)+(b)+(C) 経常収益 629

 医業費用　　(e) 1,088

 給与費
給料手当、臨時雇賃金、賞与、退職給付費用、
法定福利費、報償費

518

 材料費
医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、
給食費

248

 委託費 委託費 144

 その他の経費 178

 医業外費用　　(f) 支払利息+患者外給食用材料費 0

 特別損失　(g) 0

費用合計 (h)=(e)+(f)+(g) 経常費用 1088

 当期活動増減差額　　(i)＝(d)－(h) ▲ 459

※R5決算額は、R6.3のみの数字となります。

区　　分


